
議題(6)地域公共交通確保維持改善事業について       資料５ 

１ 地域公共交通確保維持改善事業とは 

地域公共交通確保維持改善事業とは、生活交通の存続が危機に瀕している地域におい

て、地域のニーズを踏まえた最適な交通手段の確保維持を目的として、多様な関係者が

協働して実施する公共交通の確保・維持、利便性の向上等の取組に対して国が支援を行

うものである。 
２ 本市の補助対象路線 

補助対象路線 補助メニュー R2年度申請金額 
定量的な 

効果目標 
計画申請者 

一色線 

地域間幹線系統 

２，２９０千円 

収支改善率 

１％ 

愛知県 

バス対策協議会 

岡崎・西尾線 

（室場経由） 
６，９５３千円 

岡崎・西尾線 

（高須経由） 
２，８３１千円 

ふれんどバス①+② １５，７８４千円 

３ 令和２年度地域内フィーダー系統確保維持事業スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R1.6月      R1.9月     R1.10月～R2.9月      R3.1月      R3.2月 

４ 平成３０年度事後評価結果 

二次評価（第三者評価委員会）結果 

地区公共交通協議会を設立して、地域住民・行政・事業者が協働し、様々な施策を実

施したことを評価します。 
いこまいかーについては、地区利用者からの提案に基づき、目的地拡大を実施し、民

生委員や老人会等と連携し高齢者へ利用促す戸別訪問の展開など、目標には届かなかっ

たものの大幅な改善を達成したことは評価します。 
「いっちゃんバス」については、目標の設定方法等を検討していただき、利用者の増

加に向けて、自治体・地元住民が協力して取り組むことを期待します。 
今後は、次期網形成計画更新に向け、各公共交通の現状とあり方をしっかり検証して

おくことを期待します。 
今後の対応 

・いっちゃんバスについては、地区協議会との協働により改善案を検討中である。  今年度中にルート変更を行い、目標値・利用促進策等についても協議を進める。 
・次期網形成計画更新に向けては、今年度実施するバス交通再編により各公共交通機関

を整理し、来年度再編の効果測定とともに次期計画の更新作業を進める。  
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１．輸送サービスの範囲
（１）利用対象地域

（２）利用数（現在：令和元年度）

（３）路線の特性及び利用者の特徴

（４）路線の必要性

２．輸送サービスの形態

３．輸送サービスの水準

４．輸送サービスの提供主体及びその理由

５．輸送サービスの提供主体及びその理由

×

６．輸送サービスの利用促進計画
（１）利用者数の目標

（２）利用促進策

（３）事業の効果

西尾市中心部と一色町地域を結ぶ路線の維持により、沿線にある高等学校への通学等、地域住民の広域的な移動手段が確保される。

・総合時刻表、公共交通マップの作成配布。
・マイ時刻表の作成、乗り方教室の実施。
・沿線高等学校の入学説明会等の場で定期券の出張販売や時刻表の配布を行う。
・沿線の中学生や高校生を対象にバスを利用した通学方法の案内。
・Google Mapsへの対応。・他のバス路線との接続を強化し乗継利便性を向上する。

利用促進策の内容

事業効果の内容

２年度
３年度
４年度

2.711.3

一色

計画
(R01.10)

20,932 12,307 8,625292.10 171.74 71,662.6

区分

区分

区分

※上記目標
設定の考え

方

平成３０度実績比1％増を見込む

令和２年度　一色線に係る生活交通確保計画

市町村名：
西尾市、旧一色町

民間バス事業者の自主運行

２年度
３年度
４年度

鉄道路線のない一色町地域の住民にとって、鉄道駅及び西尾市中心部への移動手段として欠かせないほか、沿線に所在する高等学校や病院への移動手段として欠かせない路線
である。

西尾市中心部と一色町地域を結ぶ広域的路線であり、主に鉄道駅への接続や沿線高等学校への通学に利用されているほか、観光地である佐久島行の渡船場へ接続している。

97,55096,58495,62891,020
年間利用者

数(人)

6,335 0
30.5

・名鉄東部交通株式会社
当該路線を自主路線として運行しており、路線運行のノウハウがあり、運行管理体制も十分整備されているため。

起点

一色町公民館福地
西尾

西尾市民病院

計画輸送量(人)

《A×B》

2,290 02.7

備考

西尾市市街地、一色町地域

2.3

系統
キロ程

5.5(7.4)

2.3

９１，０２０人

計画
(R01.10)

区分
１日当たり
計画運行回

数
関係市町村キロ程

運行時間帯

11.3 19:506:30 ～

5.5(7.4)

一色

系統名

運行系統

終点主な経由地

往
　
復

西尾 7.8
西尾市民病院

9.7

西尾 7.8
西尾市民病院

9.7

西尾市

旧一色町

元年度(見込) ２年度 ３年度 ４年度

当系統キ
ロ当たり
経常収益
(円銭)

D

乗合バス
事業者キ
ロ当たり
経常費用
(円銭)

C

１日当
たり計
画運行
回数

(回)

A

系統名

11.3

区分 負担者別内訳

事業者
(千円)

市町村
(千円)

県
(千円)

国
(千円)

差額
(千円)

H

《F－G》

経常収益
(千円)

G

《D×E》

経常費用
(千円)

F

《C×E》

計画実車
走行キロ

(km)

E

計画
平均乗
車密度
(人)

B

往
復

往
復

（現行からの変更点） 

１日当たり計画運行回数 

 ×計画平均乗車密度 

（現行からの変更点） 



（４）平成３０年度事業評価結果を踏まえた取組等

７．収支改善計画（生産性向上の取組）
（１）２年度の生産性向上の取組
　

（２）定量的な効果目標

取組

ス

ケ

ジ
ュ

ー

ル

等

・利用者の利便性向上となる運行に努め
ていく。
・定時運行確保のため、道路状況の把握
に努め、沿線市町とも協議をしていきた
い。

随時

沿線市町村① 沿線市町村② 沿線市町村③

市町村名 西尾市 市町村名 市町村名
運営主体

市町村名② 市町村名③

・総合時刻表、公共交通マップの作成配
布。
・マイ時刻表の作成、乗り方教室の実
施。
・沿線の中学生や高校生を対象にバスを
利用した通学方法の案内。
・Google Mapsへの対応。

随時

運営主体の案

利用者の増加による収益の向上を目指すととも
に、引き続き経費削減に努める。

・Google Mapsへの対応
・イベントや交通安全運動と連携した乗り方教室の実施
・一色町公民館での乗継利便性の向上

30年度現状値２年度目標値

収支率56.99％収支率57.56％
収支改善率　平成30年度比１％

選択
の理
由

得るべき収入の最大化と効率
的な運行に取り組むため。

持続可能な運行に直接つな
がる指標であるため。

収支改善率指標

沿線市町村意見

西尾市市町村名①

（目標設定の考え

 

増
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策
、 

経
費
削
減
策
等 

（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え



１．輸送サービスの範囲
（１）利用対象地域

（２）利用数（現在：令和元年度）

（３）路線の特性及び利用者の特徴

（４）路線の必要性

２．輸送サービスの形態

３．輸送サービスの水準

４．輸送サービスの提供主体及びその理由

５．輸送サービスの提供主体及びその理由

×

６．輸送サービスの利用促進計画
（１）利用者数の目標

（２）利用促進策

（３）事業の効果

往
復

往
復

区分 負担者別内訳

事業者
(千円)

市町村
(千円)

県
(千円)

国
(千円)

差額
(千円)

H

《F－G》

経常収益
(千円)

G

《D×E》

経常費用
(千円)

F

《C×E》

計画実車
走行キロ

(km)

E

計画
平均乗
車密度
(人)

B

往
　
復

19.2

19.2

岡崎市

西尾市

元年度(見込) ２年度 ３年度 ４年度

当系統キ
ロ当たり
経常収益
(円銭)

D

乗合バス
事業者キ
ロ当たり
経常費用
(円銭)

C

１日当
たり計
画運行
回数

(回)

A

系統名

14.4

備考

岡崎市（中央地域及び南西部地域）、西尾市（東部地域）

7.9

系統
キロ程

11.3

7.9

１５９，９１７人

計画
(R01.10)

区分
１日当たり
計画運行回

数
関係市町村キロ程

運行時間帯

14.4 20:226:31 ～

11.3

岡崎・西尾

系統名

運行系統

終点主な経由地

令和２年度　岡崎・西尾線に係る生活交通確保計画

市町村名：
岡崎市、西尾市

乗合バス（路線定期運行）

２年度
３年度
４年度

　当該路線は岡崎市中心部と西尾市中心部を結ぶ路線であり、沿線住民の日常生活における移動手段を確保するとともに、岡崎市と西尾市の市域間の広域的な移動手段を確保するため
必要不可欠である。

　当該路線は交通結節点である名古屋鉄道東岡崎駅を起点として、JR岡崎駅を経由し郊外及び隣接する西尾市とを結ぶ広域的路線であり、沿線地域の住民の通院や通勤。通学など生活
交通手段として高齢者をはじめとした交通手段を持たない方が主に路線を利用している。

180,552178,764176,994159,917
年間利用者
数(人)

0 0
73.4

名鉄東部交通株式会社
　当該路線を自主運行路線としており、路線運行のノウハウがあり、運行管理体制も十分整備されているため。

起点

西尾下青野・室場東岡崎

計画輸送量(人)

《A×B》

6,953 6,9535.1

　当該路線を維持・確保することにより、沿線住民の日常生活の移動手段が確保される。

　公共交通の情報提供（マップ作成・配布）及び、まちづくりと連携し、地域住民の利便性の向上を図る。

利用促進策の内容

事業効果の内容

２年度
３年度
４年度

5.114.4

岡崎・西尾

計画
(R01.10)

59,442 45,536 13,906292.10 223.76 203,500.8

区分

区分

区分

※上記目標
設定の考え

方

平成30年度実績比1％増を見込む

（現行からの変更点） 

１日当たり計画運行回数 

 ×計画平均乗車密度 



（４）平成３０年度事業評価結果を踏まえた取組等

７．収支改善計画（生産性向上の取組）
（１）２年度の生産性向上の取組
　

（２）定量的な効果目標

　
利用者の増加による収益の向上を目指すとともに、
引き続き経費削減に努める。

　利用者のニーズ把握に努め、適切な運行計画により利用者利便を図るとともに、広報やバスマップの配布等により利用促進を図る。

30年度現状値２年度目標値

収支率83.26％収支率84.09％
収支改善率　平成30年度比１％

選択
の理
由

得るべき収入の最大化と効率
的な運行に取り組むため。

利用促進策等が赤字幅の縮
小につながっているのか確

認できるため。

収支改善率１％

持続可能な運行に直接つなが
る指標であるため。

収支改善率指標

沿線市町村意見

岡崎市 西尾市市町村名① 市町村名② 市町村名③

・公共交通マップの作成及び配布による情報
提供
・市内イベントにて、乗り方教室等の公共交
通利用啓発事業の実施
・地域や関連市と連携し、地域住民のニーズ
にあった利用しやすい路線を目指し、関係者
と協議を行う。

・総合時刻表、公共交通マップの作成配
布。
・マイ時刻表の作成、乗り方教室の実
施。
・沿線の中学生や高校生を対象にバスを
利用した通学方法の案内。
・Google Mapsへの対応。

路線の利用実態等について、随時関連市等と
協議を行う。

随時

運営主体の案

取組

ス

ケ

ジ
ュ

ー

ル

等

・利用者の利便性向上となる運行に努めて
いく。
・定時運行確保のため、道路状況にお把握
に努め、沿線市町とも協議をしていきた
い。
・ＪＲ岡崎駅南部に令和2年4月開業予定の
総合病院分院への乗り入れに関して、道路
整備計画及び利用者の交通需要に対応した
適切な運行計画を検討し実施していく。

随時

沿線市町村① 沿線市町村② 沿線市町村③

市町村名 岡崎市 市町村名 西尾市 市町村名
運営主体

（目標設定の考え

 

増
収
策
、 

経
費
削
減
策
等 

（目標設定の考え



１．輸送サービスの範囲
（１）利用対象地域

（２）利用数（現在：令和元年度）

（３）路線の特性及び利用者の特徴

（４）路線の必要性

２．輸送サービスの形態

３．輸送サービスの水準

４．輸送サービスの提供主体及びその理由

５．輸送サービスの提供主体及びその理由

×

６．輸送サービスの利用促進計画
（１）利用者数の目標

（２）利用促進策

（３）事業の効果

　当該路線を維持・確保することにより、沿線住民の日常生活の移動手段が確保される。

　公共交通の情報提供（マップ作成・配布）及び、まちづくりと連携し、地域住民の利便性の向上を図る。

利用促進策の内容

事業効果の内容

２年度
３年度
４年度

3.59.6

岡崎・西尾
（西尾市民病院）

計画
(R01.10)

28,689 19,632 9,057292.10 199.88 98,217.4

区分

区分

区分

※上記目標
設定の考え

方

平成30年度実績比1％増を見込む

令和２年度　岡崎・西尾線（西尾市民病院）に係る生活交通確保計画

市町村名：
岡崎市、西尾市

乗合バス（路線定期運行）

２年度
３年度
４年度

　当該路線は、岡崎市中心部と西尾市中心部を結ぶ路線であり、沿線住民の日常生活における移動手段を確保するとともに、岡崎市と西尾市の市域間の広域的な移動手段を確保す
るため必要不可欠である。

　当該路線は、交通結節点であるJR岡崎駅を起点として、郊外及び隣接する西尾市とを結ぶ広域的路線である。沿線地域の住民の通院や通勤・通学など生活交通手段として、高齢
者をはじめとした交通手段を持たない方が主に路線を利用している。

70,60869,90869,21664,667
年間利用者
数(人)

3,396
33.6

名鉄東部交通株式会社
　当該路線を自主路線としており、路線運行のノウハウがあり、運行管理体制も十分整備されているため。

起点

西尾
高須
・
西尾市民病院

岡崎駅西口

計画輸送量(人)

《A×B》

2,831 2,8313.5

備考

岡崎市（南西部地域）、西尾市（市街地及び北東部地域）

5.7

系統
キロ程

8.2

5.7

６４，６６７人

計画
(R01.10)

区分
１日当たり
計画運行回

数
関係市町村キロ程

運行時間帯

9.6 19:086:20 ～

8.2

岡崎・西尾
（西尾市民病院）

系統名

運行系統

終点主な経由地

往
　
復

13.9

13.9

岡崎市

西尾市

元年度(見込) ２年度 ３年度 ４年度

当系統キ
ロ当たり
経常収益
(円銭)

D

乗合バス
事業者キ
ロ当たり
経常費用
(円銭)

C

１日当
たり計
画運行
回数

(回)

A

系統名

9.6

区分 負担者別内訳

事業者
(千円)

市町村
(千円)

県
(千円)

国
(千円)

差額
(千円)

H

《F－G》

経常収益
(千円)

G

《D×E》

経常費用
(千円)

F

《C×E》

計画実車
走行キロ

(km)

E

計画
平均乗
車密度
(人)

B

往
復

往
復

（現行からの変更点） 

１日当たり計画運行回数 

 ×計画平均乗車密度 



（４）平成３０年度事業評価結果を踏まえた取組等

７．収支改善計画（生産性向上の取組）
（１）２年度の生産性向上の取組
　

（２）定量的な効果目標

取組

ス

ケ

ジ
ュ

ー

ル

等

・利用者の利便性向上となる運行に努め
ていく。
・定時運行確保のため、道路状況の把握
に努め、沿線市町とも協議をしていきた
い。
・ＪＲ岡崎駅南部に令和2年4月開業予定
の総合病院分院への乗り入れに関して、
道路整備計画及び利用者の交通需要に対
応した適切な運行計画を検討し実施して
いく。

随時

沿線市町村① 沿線市町村② 沿線市町村③

市町村名 岡崎市 市町村名 西尾市 市町村名
運営主体

市町村名② 市町村名③

・公共交通マップの作成及び配布による情
報提供
・市内イベントにて、乗り方教室等の公共
交通利用啓発事業の実施
・地域や関連市と連携し、地域住民のニー
ズにあった利用しやすい路線を目指し、関
係者と協議を行う。

・総合時刻表、公共交通マップの作成配
布。
・マイ時刻表の作成、乗り方教室の実施。
・沿線の中学生や高校生を対象にバスを利
用した通学方法の案内。
・Google Mapsへの対応。

路線の利用実態等について、随時関連市等
と協議を行う。

随時

運営主体の案

　
利用者の増加による収益の向上を目指すととも
に、引き続き経費削減に努める。

　利用者のニーズ把握に努め、適切な運行計画により利用者利便を図るとともに、広報やバスマップの配布等により利用促進を図る。

30年度現状値２年度目標値

収支率63.49％収支率65.03％
収支改善率　平成30年度比１％

選択
の理
由

得るべき収入の最大化と効率的
な運行に取り組むため。

利用促進策等が赤字幅の縮
小につながっているのか確

認できるため。

収支改善率１％

持続可能な運行に直接つな
がる指標であるため。

収支改善率指標

沿線市町村意見

岡崎市 西尾市市町村名①

（目標設定の考え

 

増
収
策
、 

経
費
削
減
策
等 

（目標設定の考え（目標設定の考え



１．輸送サービスの範囲
（１）利用対象地域

（２）利用数（現在：令和元年度）

（３）路線の特性及び利用者の特徴

（４）路線の必要性

２．輸送サービスの形態

３．輸送サービスの水準

４．輸送サービスの提供主体及びその理由

５．輸送サービスの提供主体及びその理由

×

６．輸送サービスの利用促進計画
（１）利用者数の目標

（２）利用促進策

（３）事業の効果

碧南市と西尾市を結ぶ路線の維持により、高校生の通学、沿線地域から鉄道駅への接続に必要不可欠な日常生活の移動手段が確保される。

・鉄道や他のバス路線との接続をはかり乗継利便性を向上する
・路線マップ・時刻表の配布、広報紙やホームページ等を活用したＰＲを図る
・イベントに出展してバスへのふれあいを通じて利用促進に繋げる
・沿線高校のスケジュールに対応して、適切な運行計画による利便性の向上
・沿線高等学校の入学説明会等の塲で定期券の出張販売や時刻表の配布を行う。

利用促進策の内容

事業効果の内容

２年度
３年度
４年度

3.412.6

ふれんどバス①

H31.4月の路線再編により運行回数が変更。平日12.5回→13.0回/日、土休は変更無し12.0回/日

計画
(R01.10)

55,002 17,580 37,422363.05 116.04 151,500.8

区分

区分

区分

※上記目標
設定の考え方

収支率１％増に必要な利用者数

令和２年度　ふれんどバス①線に係る生活交通確保計画

市町村名： 西尾市、碧南市

民間事業者による乗合バス（路線定期運行）

２年度
３年度
４年度

平成16年3月末で廃止された吉良吉田駅～碧南駅間を結ぶ鉄道代替路線として広域的に鉄道駅へ繋ぐとともに、沿線高校への通学、沿線地域から各地の高校等への通学路線であ
り、地域住民にとっても日常生活の移動手段として必要である。

名鉄三河線碧南駅と西尾蒲郡線吉良吉田駅間を結ぶ鉄道廃線後の代替路線であり、沿線の高等学校へ通学する高校生が利用の過半数を占める。

142,900138,300133,800129,500
年間利用者数
(人)

21,708 0
42.8

・名鉄バス株式会社
企画コンペを実施した結果選定された事業者であり、これまで大きなトラブルもなく沿線状況を熟知しているため。

起点

碧南駅吉良吉田駅吉良高校

計画輸送量(人)

《A×B》

7,857 7,8573.4

備考

西尾市並びに碧南市の南部地域

2.1

系統
キロ程

13.8

2.1

１２９，５００人

計画
(R01.10)

区分
１日当たり
計画運行回数関係市町村キロ程

運行時間帯

12.6 22:005:24 ～

13.8

ふれんどバス①

系統名

運行系統

終点主な経由地

15.9

15.9

西尾市

碧南市

元年度(見込) ２年度 ３年度 ４年度

当系統キ
ロ当たり
経常収益
(円銭)

D

乗合バス
事業者キ
ロ当たり
経常費用
(円銭)

C

１日当
たり計
画運行
回数

(回)

A

系統名

12.6

往

復

区分 負担者別内訳

事業者
(千円)

市町村
(千円)

県
(千円)

国
(千円)

差額
(千円)

H

《F－G》

経常収益
(千円)

G

《D×E》

経常費用
(千円)

F

《C×E》

計画実車
走行キロ
(km)

E

計画
平均乗
車密度
(人)

B

往
復

往
復

（現行からの変更点） 

１日当たり計画運行回数 

 ×計画平均乗車密度 



（４）平成３０年度事業評価結果を踏まえた取組等

７．収支改善計画（生産性向上の取組）
（１）２年度の生産性向上の取組
　

（２）定量的な効果目標

取組

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等

利便性向上を目的としたＩＣカードの導
入を検討する。

沿線市町村① 沿線市町村② 沿線市町村③

市町村名 西尾市 市町村名 碧南市 市町村名
運営主体

市町村名② 市町村名③

・総合時刻表、公共交通マップの作成配
布。
・マイ時刻表の作成、乗り方教室の実
施。
・沿線学生へバスを利用した通学方法案
内。
・Google Mapsへの対応。・他のバス路線
との接続を強化し乗継利便性を向上す
る。

バス運賃支払いにおける交通系ＩＣカー
ドの導入。

随時

平成３０年度に関係各所への意見聴取、
情報交換を行ったが、通学者の費用負担
が増えることから導入決定は見送られ
た。今後も引き続き検討していく予定。

運営主体の案

路線の更なる周知により利用者の増加を図り、
増収を目指す。

・ＩＣカード導入について検討を進め利便性の向上を図る。

30年度現状値２年度目標値

28.4%29.4%
収支率

選択
の理
由

生産性向上の取組成果を
明確に把握できると考える為

持続可能な運行に直接つな
がる指標であるため。

収支改善率

生産性向上に向けた取組の
効果把握に有効と考えられ
るため。

収支改善率指標

沿線市町村意見

西尾市 碧南市市町村名①

（目標設定の考え

 

増
収
策
、 

経
費
削
減
策
等 

（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え



１．輸送サービスの範囲
（１）利用対象地域

（２）利用数（現在：令和元年度）

（３）路線の特性及び利用者の特徴

（４）路線の必要性

２．輸送サービスの形態

３．輸送サービスの水準

４．輸送サービスの提供主体及びその理由

５．輸送サービスの提供主体及びその理由

×

６．輸送サービスの利用促進計画
（１）利用者数の目標

（２）利用促進策

（３）事業の効果

碧南市と西尾市を結ぶ路線の維持により、高校生の通学、沿線地域から鉄道駅への接続に必要不可欠な日常生活の移動手段が確保される。

・鉄道や他のバス路線との接続をはかり乗継利便性を向上する
・路線マップ・時刻表の配布、広報紙やホームページ等を活用したＰＲを図る
・イベントに出展してバスへのふれあいを通じて利用促進に繋げる
・沿線高校のスケジュールに対応して、適切な運行計画による利便性の向上
・沿線高等学校の入学説明会等の塲で定期券の出張販売や時刻表の配布を行う。

利用促進策の内容

事業効果の内容

２年度
３年度
４年度

4.29.2

ふれんどバス②

H31.4月の路線再編により運行回数が変更。平日12.0回→11.5回/日、土休は変更無し10.0回/日

計画
(R01.10)

46,305 17,567 28,738363.05 137.73 127,545.2

区分

区分

区分

※上記目標
設定の考え方

収支率１％増に必要な利用者数

令和２年度　ふれんどバス②線に係る生活交通確保計画

市町村名： 西尾市、碧南市

民間事業者による乗合バス（路線定期運行）

２年度
３年度
４年度

平成16年3月末で廃止された吉良吉田駅～碧南駅間を結ぶ鉄道代替路線として広域的に鉄道駅へ繋ぐとともに、沿線高校への通学、沿線地域から各地の高校等への通学路線であ
り、地域住民にとっても日常生活の移動手段として必要である。

名鉄三河線碧南駅と西尾蒲郡線吉良吉田駅間を結ぶ鉄道廃線後の代替路線であり、沿線の高等学校へ通学する高校生が利用の過半数を占める。

140,100136,000132,000127,800
年間利用者数
(人)

12,884 0
38.6

・名鉄バス株式会社
企画コンペを実施した結果選定された事業者であり、これまで大きなトラブルもなく沿線状況を熟知しているため。

起点

碧南高校吉良吉田駅吉良高校

計画輸送量(人)

《A×B》

7,927 7,9274.2

備考

西尾市並びに碧南市の南部地域

4.6

系統
キロ程

13.8

4.6

１２７，８００人

計画
(R01.10)

区分
１日当たり
計画運行回数関係市町村キロ程

運行時間帯

9.2 18:495:52 ～

13.8

ふれんどバス②

系統名

運行系統

終点主な経由地

18.4

18.4

西尾市

碧南市

元年度(見込) ２年度 ３年度 ４年度

当系統キ
ロ当たり
経常収益
(円銭)

D

乗合バス
事業者キ
ロ当たり
経常費用
(円銭)

C

１日当
たり計
画運行
回数

(回)

A

系統名

9.2

往

復

区分 負担者別内訳

事業者
(千円)

市町村
(千円)

県
(千円)

国
(千円)

差額
(千円)

H

《F－G》

経常収益
(千円)

G

《D×E》

経常費用
(千円)

F

《C×E》

計画実車
走行キロ
(km)

E

計画
平均乗
車密度
(人)

B

往
復

往
復

（現行からの変更点） 

１日当たり計画運行回数 

 ×計画平均乗車密度 

（現行からの変更点） 



（４）平成３０年度事業評価結果を踏まえた取組等

７．収支改善計画（生産性向上の取組）
（１）２年度の生産性向上の取組
　

（２）定量的な効果目標

取組

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等

利便性向上を目的としたＩＣカードの導
入を検討する。

沿線市町村① 沿線市町村② 沿線市町村③

市町村名 西尾市 市町村名 碧南市 市町村名
運営主体

市町村名② 市町村名③

・総合時刻表、公共交通マップの作成配
布。
・マイ時刻表の作成、乗り方教室の実
施。
・沿線学生へバスを利用した通学方法案
内。
・Google Mapsへの対応。・他のバス路線
との接続を強化し乗継利便性を向上す
る。

バス運賃支払いにおける交通系ＩＣカー
ドの導入。

随時

平成３０年度に関係各所への意見聴取、
情報交換を行ったが、通学者の費用負担
が増えることから導入決定は見送られ
た。今後も引き続き検討していく予定。

運営主体の案

路線の更なる周知により利用者の増加を図り、
増収を目指す。

・ＩＣカード導入について検討を進め利便性の向上を図る。

30年度現状値２年度目標値

31.5%32.5%
収支率

選択
の理
由

生産性向上の取組成果を
明確に把握できると考える為

持続可能な運行に直接つな
がる指標であるため。

収支改善率

生産性向上に向けた取組の
効果把握に有効と考えられ
るため。

収支改善率指標

沿線市町村意見

西尾市 碧南市市町村名①

（目標設定の考え

 

増
収
策
、 

経
費
削
減
策
等 

（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え（目標設定の考え






















